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5月9日　議員団全員で宣伝（四条河原町）

 2P ▶ 5月臨時議会を終えて
所属委員会の紹介

 3P ▶ 新団長よりごあいさつ
 新議員よりごあいさつ

 4P ▶2月議会代表質問 浜田よしゆき
 5P ▶2月議会代表質問 まえくぼ義由紀
 6P ▶2月議会一般質問 本庄たかお
 7P ▶2月議会一般質問 ばばこうへい
 8P ▶2月議会一般質問 かみね史朗
 9P ▶予算特別委員会知事総括質疑 山内よしこ
10P ▶予算特別委員会知事総括質疑 みつなが敦彦
12P ▶2月議会　議案討論 成宮まり子
13P ▶2月議会　議案の議決結果
14P ▶2月議会　意見書・決議案討論 西脇いく子
15P ▶2月議会　請願、意見書・決議案の議決結果
16P ▶ 米軍レーダー基地を調査

お茶の生育を調査
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２
０
１
９
年

5
月
臨
時
議
会
を
終
え
て

２
０
１
９
年
５
月
24
日
　
日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
　
団
長
　
原
田
　
完

　
５
月
20
日
に
開
会
し
た
５
月
臨
時
議
会
が
24
日

閉
会
し
た
。

　
今
議
会
は
、
４
月
に
行
わ
れ
た
京
都
府
議
会
議

員
選
挙
を
踏
ま
え
、
議
長
・
副
議
長
、
議
会
選
出

監
査
委
員
の
選
任
、
お
よ
び
各
常
任
委
員
会
・
特

別
委
員
会
の
委
員
構
成
の
確
定
と
委
員
長
・
副
委

員
長
の
選
出
、
予
算
特
別
委
員
会
委
員
長
・
副
委

員
長
の
選
出
を
は
じ
め
、
今
任
期
四
年
間
最
初
の

議
会
と
し
て
、
重
要
な
議
会
で
あ
っ
た
。

１  

、
わ
が
党
議
員
団
は
、
議
会
開
会
日
に
、
各
会

派
に
対
し
、
議
会
構
成
に
多
様
な
民
意
を
反
映

す
る
こ
と
は
憲
政
の
常
道
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
京
都
府
議
会
で
は
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
、

議
長
、
副
議
長
、
議
会
選
出
監
査
委
員
、
お
よ

び
常
任
・
特
別
委
員
会
等
の
委
員
長
・
副
委
員

長
か
ら
日
本
共
産
党
を
排
除
す
る
と
い
う
不
正

常
な
事
態
が
続
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
是
正
を

申
し
入
れ
た
。
し
か
も
今
回
は
、
わ
が
党
議
員

団
が
引
き
続
き
議
会
第
２
党
を
維
持
す
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
議
席
数
に
ふ
さ
わ
し
い

対
応
を
議
会
が
行
う
こ
と
を
厳
し
く
求
め
た
。

　  

　
と
こ
ろ
が
議
長
・
副
議
長
を
自
民
党
が
独
占

し
、
議
会
選
出
監
査
委
員
は
自
民
と
府
民
ク
ラ

ブ
、
そ
し
て
常
任
・
特
別
・
予
算
特
別
委
員
会

の
各
委
員
長
・
副
委
員
長
も
す
べ
て
、
わ
が
党

会
派
を
排
除
し
て
独
占
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
自
民
・
公
明
・
府
民
ク
ラ
ブ
・
維
新
の

各
会
派
が
時
代
遅
れ
の
「
オ
ー
ル
与
党
政
治
」

に
し
が
み
つ
き
、
党
利
党
略
で
議
会
ポ
ス
ト
の

た
ら
い
ま
わ
し
を
し
、
府
会
議
員
選
挙
の
結
果

や
府
民
の
期
待
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
党
議
員
団
は
、
議
会
制
民
主
主
義
を
踏
み

に
じ
る
暴
挙
に
対
し
、
厳
し
く
抗
議
す
る
。

2  

、
一
方
、
議
会
第
２
党
12
名
を
維
持
で
き
た
こ

と
に
よ
り
、
引
き
続
き
都
市
計
画
審
議
会
委
員

は
２
名
に
、
ま
た
わ
が
党
会
派
を
排
除
す
る
た

め
、「
オ
ー
ル
与
党
」
が
投
票
に
よ
る
互
選
を

狙
っ
て
い
た
関
西
広
域
連
合
議
会
議
員
に
つ
い

て
も
、
協
議
の
結
果
、
指
名
推
薦
に
よ
り
議
席

を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
見
直
さ
れ
た
特
別
委

員
会
の
所
管
に
つ
い
て
も
、
わ
が
党
の
要
望
が

ほ
ぼ
入
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、
今
後
府
民

に
開
か
れ
、
ま
た
充
実
し
た
審
議
を
行
う
上

で
、足
が
か
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

公
明
会
派
か
ら
委
員
会
の
自
律
的
運
営
を
妨
げ

る
ル
ー
ル
作
り
の
提
案
が
さ
れ
た
が
、
今
回
導

入
を
見
送
ら
せ
、
さ
ら
に
代
表
質
問
で
、
わ
が

党
会
派
の
人
数
を
複
数
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

等
、
一
定
の
変
化
を
作
っ
た
。
今
後
、
第
２
党

と
な
っ
た
力
を
発
揮
し
、
議
会
運
営
で
も
、
さ

ら
な
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ

る
。

3  

、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
２
件
の
う
ち
、

第
２
号
議
案
「
京
都
府
府
税
条
例
の
一
部
改
正

の
専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」
に

反
対
し
、
第
１
号
議
案
「
平
成
₃0
年
度
京
都
府

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件
」
は
賛
成
し
た
。

　  

　
第
２
号
議
案
に
は
、
地
方
税
法
改
正
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
の
改
正
に
と
も
な
う

条
例
改
正
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

返
礼
品
の
調
達
額
は
寄
付
額
の
₃0
%
以
下
と

し
、
返
礼
品
は
地
場
産
品
と
す
る
こ
と
、
ま
た

こ
れ
に
従
わ
な
い
自
治
体
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
控
除
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
、
が
新
た
に

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

　  

　
そ
も
そ
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
政
府
に

よ
る
地
方
交
付
税
削
減
等
に
よ
り
、
地
方
の
疲

弊
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
一
方
、
自
治
体
に
新
た

な
税
確
保
と
し
て
導
入
し
競
争
を
煽
り
な
が

ら
、
今
度
は
ま
と
も
な
根
拠
が
な
く
規
制
を
か

け
る
と
い
う
道
理
の
な
い
や
り
方
で
な
く
、
地

方
交
付
税
制
度
の
維
持
と
抜
本
的
拡
充
こ
そ
必

要
で
あ
り
反
対
し
た
。

　
わ
が
党
議
員
団
は
、
目
前
に
迫
っ
た
参
議
院
選

挙
で
、
消
費
税
10
％
増
税
中
止
、
憲
法
改
悪
を
許

さ
ず
、安
倍
政
権
退
陣
に
追
い
込
む
共
同
を
広
げ
、

比
例
で
の
日
本
共
産
党
の
躍
進
と
倉
林
明
子
参
議

院
議
員
再
選
に
む
け
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、

切
実
な
願
い
の
実
現
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

に
む
け
、
行
動
す
る
議
員
団
と
し
て
力
を
尽
く
す

も
の
で
あ
る
。

● 

常
任
委
員
会
の
所
属
に
つ
い
て

　
総
務
・
警
察
常
任
委
員
会

　
　
　
　
島
田　
け
い
子

　
　
　
　
浜
田
よ
し
ゆ
き

　
府
民
環
境
・
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
み
つ
な
が
敦
彦

　
　
　
　
成
宮　
ま
り
子

　
　
　
　
ば
ば
こ
う
へ
い

　
文
化
・
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
　
山
内　
よ
し
子

　
　
　
　
西
脇　
い
く
子

　
危
機
管
理
・
建
設
交
通

　
常
任
委
員
会

　
　
　
　
森
下　
よ
し
み

　
　
　
　
水
谷　
修 

　
農
商
工
労
働
常
任
委
員
会

　
　
　
　
原
田　
完

　
　
　
　
さ
こ　
祐
仁

　
　
　
　
西
山
の
ぶ
ひ
で

● 

特
別
委
員
会
の
所
属
に
つ
い
て

　
持
続
可
能
な
地
域
社
会
に

　
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
　
　
み
つ
な
が
敦
彦

　
　
　
　
浜
田
よ
し
ゆ
き
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新 し い 議 員 よ り
水谷 修議員（宇治市・久御山町）

福山敏夫さん、内山徳秋さん、
前窪義由紀さんと引き継がれた、
宇治・久御山選挙区の府議会の議
席のバトンを受け継ぐことができ
ました。

２兆円の北陸新幹線延伸、また、宇治市で太閤
堤跡歴史公園に88億円、久御山で新市街地開発が
すすめられようとしており、大型開発を優先する
のか、暮らし・子育て・防災を優先するのか、税
金の使い方が問われています。

36年間の宇治市議の経験をいかし、府民の立場
で府政をチェックする仕事、府民の声を府政に持
ち込み実現する仕事に全力をあげます。

西山 のぶひで議員（京都市伏見区）

亡き上原ゆみ子さんの議席を引
き継ぎ、伏見区でばばこうへい議員
と“₃₀代コンビ”を実現できました。

国でも地方でも悪政と不景気が
続くもと、くらしがますます大変
になり、切実な声がたくさん寄せられました。「消
費税増税は中止に」「国保料の引き上げでなく引き
下げを」「こどもの医療費を中学校まで無料にする
など子育て支援を」「教育費の負担を軽くして」な
ど、多くの願いの実現へ全力でがんばります。

昨年の地震・台風の際にも「何かあれば共産党」と
頼りにされていることを実感しました。府民の期待に
応える議員として、駆けめぐりたいと思います。今年
は国政選挙が続きます。くらしを応援する政治に変え
るため、全力を尽くします。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
に
関
す
る

　
特
別
委
員
会

　
　
　
　
山
内　
よ
し
子

　
　
　
　
森
下　
よ
し
み

　
　
　
　
西
山
の
ぶ
ひ
で

　
産
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成

　
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
　
　
島
田　
け
い
子

　
　
　
　
西
脇　
い
く
子

　
　
　
　
ば
ば
こ
う
へ
い

　
新
産
業
創
造
特
別
委
員
会

　
　
　
　
さ
こ　
祐
仁

　
　
　
　
成
宮　
ま
り
子

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
対
策

　
特
別
委
員
会

　
　
　
　
原
田　
完

　
　
　
　
水
谷　
修

議
員
団
の
新
体
制

団　
長　
　
　

原
田　
完

副
団
長　
　
　
島
田　
け
い
子

幹
事
長　
　
　

み
つ
な
が
敦
彦

政
務
調
査
会
長　

成
宮　
ま
り
子

事
務
局
長　
　
桝
井　
義
行

　４月の京都府議会議員選挙の結果、日本共産党
京都府議会議員団は、現職10名と水谷修さん（宇
治及び久世郡選出）、西山のぶひでさん（京都市
伏見区選出）の新人２人を含め、12名の議員団
となりました。
　府民生活はいっそう厳しく、年金は毎年減額、
社会保障の後退、中小企業の休廃業は深刻な事態
で、企業数は減少の一途になっています。
　今後とも、安倍政権の暴走ストップ・住民の福
祉と暮らしを守るために全力を尽くす決意です。

（写真は前窪義由紀前団長と山本宣治墓碑銘拓本
とともに）

ごあいさつ　　団長　原田　完

前窪前団長と団長を交代
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浜
田
議
員
は
、
第
１
に
、
国
い
い
な
り

の
府
政
か
ら
府
民
の
命
と
安
全
を
守
る
府

政
に
転
換
す
べ
き
だ
と
し
て
、
京
丹
後
米

軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
の
問
題
で
は
、
米
軍
・

軍
属
の
関
係
者
に
よ
る
重
大
な
交
通
事
故

が
半
年
以
上
も
報
告
が
さ
れ
て
い
な
い
事

態
に
対
し
て
米
軍
に
抗
議
す
べ
き
と
追
及

し
ま
し
た
。
知
事
は
、
レ
ー
ダ
ー
設
置
に

つ
い
て
「
国
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き

も
の
」
と
し
な
が
ら
昨
年
７
月
の
交
通
事

故
に
つ
い
て
は
「
現
在
に
至
る
ま
で
情
報

提
供
が
な
い
こ
と
は
誠
に
遺
憾
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
浜
田
議
員
は
、
自
衛
隊
員
募
集
へ
の
宛

名
提
供
の
問
題
で
は
、
防
衛
大
臣
の
依
頼

に
対
し
て
応
じ
る
か
ど
う
か
、
個
人
情
報

の
提
供
拒
否
に
つ
い
て
も
自
治
体
の
判
断

に
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
協
力

し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
弁
護
士
会
主
催
の
「
憲
法

と
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
の
共
催
を
京

都
府
が
お
り
る
一
方
で
、「
京
都
防
衛
・
防

災
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」
を
後
援
し
た
問

題
を
追
及
。

　
政
治
的
中
立
性
を
弱
め
ず
、
恣
意
的
な

運
用
に
な
る
よ
う
な
判
断
は
や
め
る
よ
う

の
べ
ま
し
た
。

原
発
の
再
稼
働・

運
転
延
長
に
は
反
対
を

　
三
菱
重
工
業
が
ト
ル
コ
で
の
原
発
新
設
を

断
念
す
る
な
ど
、
政
府
の
原
発
輸
出
政
策

は
破
綻
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
原
子
力
規

制
委
員
会
は
、
日
本
で
も
地
震
を
伴
わ
な

い
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
、
警
報
が
出

な
い
可
能
性
が
あ
り
、
高
浜
原
発
で
は
防

潮
ゲ
ー
ト
を
閉
め
る
前
に
津
波
が
敷
地
に

到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
関
西

電
力
に
影
響
評
価
の
報
告
を
求
め
ま
し
た
。

　
浜
田
議
員
は
、
京
都
府
と
し
て
原
発
再

稼
働
や
老
朽
原
発
の
運
転
延
長
に
つ
い

て
、
き
っ
ぱ
り
と
反
対
を
表
明
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
府
と
し
て
も
原
子
力
規
制

委
員
会
の
判
断
も
踏
ま
え
、
安
全
性
を
確

認
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

府
民
の
く
ら
し
や

地
元
中
小
企
業
を

最
優
先
す
る
府
政
へ

　
第
２
に
、
大
型
開
発
優
先
で
大
資
本
を

呼
び
込
む
府
政
か
ら
く
ら
し
最
優
先
の
府

政
へ
の
転
換
を
と
訴
え
、
北
陸
新
幹
線
の

延
伸
ル
ー
ト
と
さ
れ
て
い
る
京
都
市
北
区

代表質問
2019年2月議会

浜田 よしゆき議員
（京都市北区）

2月13日

山
間
部
で
は
、
台
風
21
号
に
よ
る
風
倒
木

被
害
が
あ
り
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
を
進
め

る
よ
り
抜
本
的
防
災
対
策
を
お
こ
な
う
べ

き
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
山
文
化
環
境
ゾ
ー
ン
の
整
備

問
題
や
、
府
総
合
観
光
戦
略
で
も
森
ビ
ル

な
ど
東
京
資
本
の
儲
け
の
場
を
提
供
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
批
判
。
大
阪
府
・
市
が

進
め
る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
・
Ｉ
Ｒ
に
つ
い

て
、
観
光
客
の
増
大
に
つ
な
が
る
と
す
る

積
極
的
な
知
事
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

府
民
の
く
ら
し
応
援
を

　
第
３
に
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
が
拡

充
さ
れ
る
こ
と
は
一
歩
前
進
だ
が
、
中
学

校
卒
業
ま
で
の
完
全
無
料
化
に
は
程
遠
い

と
指
摘
し
ま
し
た
。「
子
育
て
環
境
日
本
一
」

を
め
ざ
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
中
学
校

給
食
へ
の
財
政
支
援
、
保
育
園
へ
の
事
業

費
補
助
金
の
拡
充
、
高
校
通
学
費
補
助
制

度
の
拡
充
、
府
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
創

設
を
す
す
め
る
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
月

１
５
０
０
円
に
決
め
た
の
は
財
政
的
理
由

と
し
、
ま
た
、
教
育
長
は
、
高
校
通
学
費

に
つ
い
て
「
本
来
家
庭
で
ご
負
担
い
た
だ

く
も
の
」
と
、
冷
た
い
態
度
に
終
始
し
ま

し
た
。

国
い
い
な
り
か
ら
府
民
の
命
と
安
全
を
守
る
府
政
へ
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政
府
の
毎
月
勤
労
統
計
の
不
正
・
偽
装

問
題
で
、
10
％
増
税
の
根
拠
に
す
る
景
気

判
断
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
増
税

に
と
も
な
う
政
府
の
景
気
対
策
も
「
ポ
イ

ン
ト
還
元
」
な
ど
、
混
乱
と
不
公
平
を
広

げ
る
支
離
滅
裂
な
も
の
で
す
。

　
前
窪
議
員
は
、
実
質
家
計
消
費
支
出
が

２
０
１
４
年
の
消
費
税
８
％
増
税
を
機
に

消
費
が
大
き
く
落
ち
込
み
、
実
質
賃
金
も

マ
イ
ナ
ス
だ
と
指
摘
し
、
消
費
税
10
％
増

税
中
止
を
国
に
求
め
る
よ
う
追
及
し
ま
し

た
。

　
知
事
は
、「
勤
労
統
計
の
不
正
は
遺
憾

で
あ
り
国
民
の
信
頼
を
揺
る
が
す
」
と
答

弁
し
つ
つ
も
、
国
の
責
任
で
役
割
を
果
た

す
べ
き
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

　
前
窪
議
員
は
、
国
保
の
対
象
者
は
高
齢

者
や
非
正
規
労
働
者
な
ど
低
所
得
者
の
比

率
が
高
く
、
保
険
料
が
払
え
な
い
た
め
に

滞
納
世
帯
が
４
万
世
帯
も
あ
り
、
加
入
者

の
１
割
を
超
え
て
い
る
と
指
摘
。
全
国
知

事
会
が
要
望
す
る
１
兆
円
の
公
費
投
入
で

協
会
け
ん
ぽ
並
み
の
保
険
料
の
実
現
を
求

め
ま
し
た
が
、
知
事
は
「
子
ど
も
に
か
か

る
負
担
は
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
国
制

度
と
し
て
軽
減
す
べ
き
」
と
の
答
弁
に
止

ま
り
ま
し
た
。

水
道
の
民
営
化・広
域
化

や
め
よ

　
府
は
、
昨
年
11
月
に
「
京
都
水
道
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」を
策
定
し
、北
部
、中
部
、

南
部
の
３
圏
域
に
分
け
て
、
広
域
連
携
、

公
民
連
携
を
進
め
る
計
画
で
す
が
、
前
窪

議
員
は
、国
と
一
体
に
京
都
府
が
広
域
化
・

民
営
化
の
旗
を
振
っ
て
市
町
村
水
道
に
押

し
つ
け
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、

現
在
の
水
道
事
業
の
問
題
解
決
に
は
、国
・

府
主
導
の
過
剰
な
水
需
要
予
測
に
基
づ
く

ダ
ム
な
ど
の
施
設
建
設
費
負
担
の
見
直
し

や
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
化
対
策
、
水
道

職
員
の
確
保
な
ど
に
対
す
る
財
政
支
援
が

急
務
だ
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
水
道
法
「
改
正
」
は
必
要
だ

と
の
べ
、「
広
域
連
携
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
支
援
し
て
い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

宇
治
川
堤
防
強
化
や

中
小
河
川
整
備
を

　
天
ヶ
瀬
ダ
ム
上
流
の
大
戸
川
ダ
ム
計
画

代表質問
2019年2月議会

まえくぼ 義由紀議員
（宇治市・久御山町）

2月13日

（
大
津
市
）
は
「
効
果
が
限
定
的
で
緊
急

性
は
低
い
」
と
２
０
０
９
年
に
計
画
が
凍

結
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
畿
整
備
局
は
、

凍
結
解
除
と
も
い
え
る
動
き
を
強
め
て
い

ま
す
。

　
前
窪
議
員
は
、
宇
治
川
堤
防
の
強
化
、

決
壊
し
た
弥
陀
次
郎
川
や
溢
水
を
繰
り
返

す
堂
の
川
（
木
幡
池
）
な
ど
の
中
小
河
川

の
整
備
こ
そ
急
が
れ
る
と
指
摘
。さ
ら
に
、

大
戸
川
ダ
ム
計
画
は
、
瀬
田
川
洗
堰
の
全

閉
操
作
と
も
関
連
し
て
お
り
、
天
ヶ
瀬
ダ

ム
の
洪
水
時
放
流
操
作
や
宇
治
川
・
淀
川

治
水
に
負
担
を
強
い
る
も
の
で
、
容
認
す

べ
き
で
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
府
の
見
解
を
答

弁
し
ま
し
た
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
の

規
制
を

　
南
山
城
村
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
で

は
、
地
元
の
「
自
然
を
守
る
会
」
な
ど
が

環
境
、
防
災
、
事
業
者
の
信
頼
性
な
ど
の

問
題
点
を
投
げ
か
け
、
計
画
の
中
止
を
求

め
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
１
月
25
日
に
本

府
が
開
発
を
許
可
し
ま
し
た
。

　
前
窪
議
員
は
、
自
然
と
環
境
を
壊
す
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に
つ
い
て
、
条
例
等
に

よ
る
規
制
強
化
が
必
要
だ
と
指
摘
。
さ
ら

に
、
本
府
の
ア
セ
ス
の
対
象
は
50 

ｈａ
以
上

の
開
発
で
あ
り
、
住
民
の
願
い
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
面
積
要
件
の
引
き
下
げ
を
求
め

ま
し
た
。

勤
労
統
計
の
不
正
で
景
気
判
断
誤
り

消
費
税
10
％
増
税
の
根
拠
な
し



6Spring. 2019◦府会だより

　

２
月
14
日
、
15
日
、
18
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
日
本

共
産
党
か
ら
は
、
本
庄
た
か
お
、
ば
ば
こ
う
へ
い
、
か
み
ね
史
朗
の
各
議
員
が
質

問
に
立
ち
ま
し
た
。

山
科
区

安
祥
寺
川
上
流
の

倒
木
対
策
を
急
げ

　
本
庄
た
か
お
議
員
は
ま
ず
、
台
風
21
号

の
暴
風
で
発
生
し
た
山
科
区
北
部
の
倒
木

被
害
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
山
科
区
で
は
、
６
年
前
の
台
風
18
号
で

河
川
が
氾
濫
し
、
全
壊
１
件
、
床
上
・
床

下
浸
水
２
７
１
件
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
安
祥
寺
川
で
は
、
直
角

カ
ー
ブ
で
Ｊ
Ｒ
線
路
下
を
く
ぐ
る
田
山
橋

付
近
で
流
木
等
が
河
川
を
埋
め
、
あ
ふ
れ

出
た
雨
水
が
地
下
鉄
「
御
陵
駅
」
に
流
入
。

２
週
間
に
わ
た
っ
て
地
下
鉄
東
西
線
が

運
休
す
る
と
い
う
事
態
を
招
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
本

庄
議
員
が
取
り
上
げ
、
当
時
の
山
田
知
事

も
府
の
管
理
責
任
を
認
め
る
中
で
、
新
た

に
整
備
計
画
が
立
て
ら
れ
改
修
工
事
が
始

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
毘
沙

門
堂
奥
の
大
文
字
登
山
道
で
発
生
し
た
土

砂
崩
れ
に
つ
い
て
も
、
日
本
共
産
党
の
倉

林
明
子
参
院
議
員
の
調
査
・
要
請
を
受
け

て
、
倒
木
処
理
と
治
山
工
事
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

国
、
京
都
府
、
京
都
市
が

一
体
に
な
っ
て
対
応
を

　
本
庄
議
員
は
こ
う
し
た
経
緯
に
触
れ
な

が
ら
、
台
風
21
号
に
よ
る
大
量
の
倒
木
に

つ
い
て
も
、
今
後
の
台
風
等
の
豪
雨
に

よ
っ
て
下
流
に
流
れ
出
し
、
再
び
安
祥
寺

川
の
氾
濫
を
起
こ
し
か
ね
な
い
と
指
摘
。

大
文
字
登
山
道
（
市
道
）
を
挟
ん
で
、
西

側
斜
面
は
国
有
林
、
東
側
斜
面
は
民
有
林

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
と
京
都
府
、

京
都
市
が
一
体
と
な
っ
た
速
や
か
な
処
理

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
三
者
の
協

議
の
状
況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
質

し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
市
道
の
倒
木
撤
去
は
京
都
市

が
実
施
し
、
被
害
地
の
復
旧
は
国
と
民
有

林
の
所
有
者
が
一
体
的
に
作
業
を
実
施
す

る
方
向
で
調
整
し
て
い
る
と
答
弁
。
京
都

府
と
し
て
民
有
林
所
有
者
を
支
援
す
る
意

向
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

向
日
が
丘
支
援
学
校

の
寄
宿
舎
は
存
続
・

発
展
こ
そ
必
要

　
次
に
、
向
日
が
丘
支
援
学
校
の
寄
宿
舎

の
存
続
・
発
展
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

特
別
支
援
学
校
の
寄
宿
舎
は
、
生
活
す
る

力
の
育
成
、
発
達
と
生
活
を
支
え
る
場
と

し
て
、
学
校
の
教
育
力
を
決
定
的
に
高
め

る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
本
庄
議
員

は
、
寄
宿
舎
生
活
で
の
子
ど
も
の
成
長
を

喜
ぶ
保
護
者
の
声
や
、
向
日
が
丘
支
援
学

校
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
た

学
校
長
の
一
文
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
寄
宿
舎
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
就
学
保

障
が
実
現
で
き
た
」
と
言
え
る
ほ
ど
、
寄

宿
舎
教
育
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
と
強
調
。
こ
れ
を
正
当
に
評
価
し
、
特

別
支
援
教
育
の
な
か
に
位
置
付
け
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

１
万
３
千
筆
の
署
名
に
込
め

ら
れ
た
思
い
に
応
え
よ

　
そ
の
上
で
、
向
日
が
丘
支
援
学
校
の
建

て
替
え
に
向
け
た
基
本
構
想
に
つ
い
て
、

検
討
会
議
で
も
教
職
員
・
保
護
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
じ
て
寄
宿
舎
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
向
日
が
丘
支
援

学
校
の
改
築
を
考
え
る
つ
ど
い
」
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
宿
舎
の
充
実
・
発
展
を
求
め
る

１
万
３
千
筆
も
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
長
岡
京
市
が
計
画
す
る

「
共
生
型
福
祉
施
設
」
の
機
能
と
の
連
携

が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
福
祉
と
教
育

の
役
割
の
違
い
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
ま
で
培

わ
れ
て
き
た
寄
宿
舎
教
育
を
積
極
的
に
位

置
付
け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
寄
宿
舎
の
役
割
を
通
学
困

難
の
問
題
な
ど
に
矮
小
化
す
る
答
弁
に
終

始
し
、
向
日
が
丘
支
援
学
校
で
の
寄
宿
舎

の
存
続
に
つ
い
て
も
明
言
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
庄
議
員
は
、
そ
う
し
た
姿
勢
を
厳

し
く
批
判
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
教

職
員
と
直
接
会
う
な
ど
し
て
、
そ
の
要
望

に
応
え
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

本庄たかお議員
（京都市山科区）

一般質問
2月15日

毘沙門堂奥の大文字登山道を塞ぐ
数百本の倒木（今年2月）
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最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

　
ば
ば
こ
う
へ
い
議
員
は
、
ま
ず
雇
用
問

題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
全
国
的
に

統
計
不
正
問
題
に
よ
り
実
際
の
実
質
賃
金

が
マ
イ
ナ
ス
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、

求
人
で
も
建
設
業
や
福
祉
関
係
な
ど
、
地

域
で
も
景
気
改
善
が
全
く
感
じ
ら
れ
て
い

な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。
景
気
改
善
の
た

め
に
も
、
非
正
規
雇
用
率
が
ワ
ー
ス
ト
２

位
の
京
都
府
こ
そ
、
国
に
最
低
賃
金
の
大

幅
な
引
き
上
げ
や
中
小
企
業
の
支
援
の
強

化
を
求
め
る
こ
と
、
ま
た
、
介
護
や
福
祉

の
分
野
に
府
独
自
の
支
援
を
行
う
べ
き
と

訴
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
建
築
労
働
に
つ
い
て
、
設
計

労
務
単
価
の
引
上
げ
や
安
全
確
保
の
た
め

の
法
整
備
が
進
ん
で
も
現
場
に
行
き
届
い

て
い
な
い
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
府
の

実
態
把
握
と
賃
金
規
定
の
あ
る
公
契
約
条

例
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。
理
事
者
は
賃

上
げ
な
ど
の
必
要
性
は
否
定
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
公
契
約
条
例
の
賃
金
規
定
に
つ

い
て
は
私
契
約
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
と

し
て
制
定
を
否
定
し
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
入
居
で
き
る

府
営
住
宅
に

　
次
に
、
府
営
住
宅
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
国
交
省
が
２
０
１
８
年
３
月
に
出

し
た
通
達
で
、
公
営
住
宅
へ
の
入
居
に
関

し
て
「
保
証
人
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す

る
」
こ
と
や
入
居
条
件
か
ら
「
国
税
や
地

方
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
の
例
示
を
削
除

す
る
」
な
ど
、
重
要
な
変
更
が
行
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
京
都
府
で
も
早
急
に
通
達
内

容
を
実
施
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
府
が
府
営
住
宅
条
例
を
改
正

し
、
民
間
業
者
を
指
定
管
理
者
に
で
き
る

と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
住
民
の
不
安
の

声
が
あ
る
こ
と
か
ら
方
針
を
改
め
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
理
事
者
は
連
帯
保
証
人
を

２
名
か
ら
１
名
に
緩
和
し
て
お
り
、
保
証

人
の
規
定
の
削
除
に
つ
い
て
も
検
討
を
開

始
し
た
と
述
べ
ま
し
た
。
府
営
住
宅
の
指

定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
は
、
方
針
を
見

直
す
ど
こ
ろ
か
、
今
後
さ
ら
に
乙
訓
南
丹

地
域
に
も
広
げ
て
い
く
考
え
を
示
し
ま
し

た
。府

営
住
宅
の
施
設
整
備
を

　
最
後
に
、
ば
ば
議
員
が
何
度
も
求
め
て

き
た
府
営
住
宅
の
浴
槽
改
修
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
戸

数
₃0
戸
以
上
の
団
地
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
で
き
る
よ
う
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
も

の
の
、
そ
の
う
ち
₃0
棟
で
見
通
し
が
立
っ

て
い
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
状
況
を
尋
ね
ま
し
た
。
ま
た
、
浴
槽
設

置
・
改
修
に
つ
い
て
、
建
て
替
え
を
待
つ

の
で
は
な
く
計
画
的
に
行
う
べ
き
と
訴
え

ま
し
た
。
理
事
者
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

に
つ
い
て
は
京
都
市
と
設
置
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
い
る
と
述
べ
る
に
留
ま
り
、

ま
た
浴
槽
設
置
・
改
修
に
つ
い
て
は
順
次

改
修
を
進
め
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
が

２
０
１
８
年
度
で
₇2
戸
と
改
修
が
少
数
に

留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　４月の統一地方選挙で、故上原ゆみ子府議
の議席を引き継ぐ西山のぶひでさんととも
に、３期目のスタートを切ることができまし
た。選挙戦で多くの皆さんから、「消費税増
税ストップを」「暮らしを何とかしてほしい」
との声が寄せられました。その声に応えて、
国の暴走政治ストップと、府民のいのち・暮
らしを守る府政の実現に引き続き全力を挙げ
て頑張ります。
　前期の４年間、若者と取り組んできたブ
ラックな働き方や、学費奨学金問題の解決を
求める運動では、国での給付型奨学金の実施
や、府独自の奨学金返済支援の制度創設など
を実現しました。さらに「誰もが安心して働
き続けることができる京都府」の実現に向け
た運動も大いに進めていきます。
 ［ばば こうへい］

ばばこうへい議員
（京都市伏見区）

一般質問
2月15日

学費・奨学金問題などで懇談
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旧
優
生
保
護
法
下
の

強
制
不
妊
手
術
に
つ
い
て

　
か
み
ね
史
朗
議
員
は
、
旧
優
生
保
護
法

下
の
強
制
不
妊
手
術
に
つ
い
て
「
人
権
に

関
す
る
政
策
史
に
あ
っ
て
も
最
大
か
つ
最

悪
の
問
題
」
と
厳
し
く
批
判
し
、
知
事
の

認
識
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。知
事
は「
過

去
の
優
生
保
護
法
に
よ
っ
て
本
人
の
同
意

な
く
優
生
手
術
を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
大
変
問
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
」
と
の
べ
、
謝
罪
と
補
償
に
つ
い
て
は

「
国
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
か
み
ね
議
員
は
、
府
と
し
て
被
害
者
の

思
い
に
寄
り
添
い
、
全
容
解
明
と
被
害
者

へ
の
謝
罪
、
補
償
の
実
現
に
向
け
て
力
を

尽
く
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

府
は
障
が
い
者
の
雇
用
を

進
め
よ

　
か
み
ね
議
員
は
、
中
央
官
庁
等
で
長
年

横
行
し
て
い
た
障
が
い
者
雇
用
数
の
「
水

増
し
」
問
題
に
つ
い
て
、「
国
に
よ
る
障

が
い
者
排
除
で
あ
り
、人
権
侵
害
で
あ
る
」

と
厳
し
く
批
判
。
そ
し
て
、
本
府
で
の
法

定
雇
用
率
の
分
母
と
な
る
職
員
の
範
囲
が

「
厚
生
労
働
省
の
障
が
い
者
雇
用
対
策
課

長
の
都
道
府
県
へ
の
通
知
」に
基
づ
か
ず
、

狭
く
な
っ
て
い
る
問
題
を
指
摘
し
、
障
が

い
者
雇
用
の
促
進
を
求
め
ま
し
た
。

　
職
員
長
は
、「
長
野
県
に
お
い
て
は
、

国
の
通
知
を
ふ
ま
え
実
施
さ
れ
た
」
と
か

み
ね
議
員
の
指
摘
を
認
め
た
も
の
の
、
近

畿
府
県
で
は
「
京
都
府
と
同
様
の
考
え
方

で
対
応
さ
れ
て
い
る
」
と
開
き
直
り
ま
し

た
。

　
か
み
ね
議
員
は
、
国
基
準
で
の
障
が
い

者
雇
用
率
の
再
計
算
と
い
っ
そ
う
の
障
が

者
の
雇
用
促
進
を
求
め
ま
し
た
。

介
護
保
険
優
先
原
則
を
廃
止
し

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
継
続
を

　
か
み
ね
議
員
は
、
障
が
い
者
が
65
歳
に

な
る
と
介
護
保
険
優
先
原
則
に
よ
り
、
生

活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ
有
料

と
さ
れ
る
問
題
を
繰
り
返
し
追
及
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
岡
山
県
で
の
裁
判
事

例
や
府
内
で
の
自
治
体
で
の
前
進
面
を
示

し
つ
つ
、
介
護
保
険
優
先
原
則
に
よ
る
弊

害
は
明
ら
か
で
あ
り
、
障
が
い
者
総
合
支

援
法
に
基
づ
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
65
歳
以

降
も
継
続
を
求
め
ま
し
た
。
理
事
者
は
、

「
市
町
村
が
障
が
い
者
の
特
性
に
配
慮
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
が
で
き
る
よ
う

国
に
対
し
、
障
が
い
福
祉
制
度
の
上
乗
せ

支
給
に
係
る
明
確
な
基
準
を
求
め
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を

　
か
み
ね
議
員
は
、
日
本
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
は
、
国
際
的
に
も
極
め
て
低

く
、
90
年
比
で
逆
に
28
％
も
増
加
し
て
い

る
と
指
摘
し
、
原
発
と
石
炭
火
力
を
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
に
足
か
せ
を
か
け
て
い

る
安
倍
内
閣
を
批
判
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

舞
鶴
石
炭
火
力
発
電
所
は
２
０
３
０
年
を

め
ど
に
廃
止
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
転
換
す
る
よ
う
関
西
電
力
に
求
め
る
べ

き
と
質
し
ま
し
た
。
理
事
者
は
、「
舞
鶴

火
力
発
電
所
は
、
電
力
逼
迫
時
の
安
定
供

給
に
寄
与
し
て
い
る
」
と
答
弁
。
か
み
ね

議
員
は
、
石
炭
火
力
発
電
最
優
先
の
見
直

し
を
求
め
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
を

　
か
み
ね
議
員
は
、
日
本
で
は
、“
原
発

優
先
給
電
”
の
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

「
原
発
固
執
政
治
」
が
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
の
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い

る
と
指
摘
。「
原
発
ゼ
ロ
」
の
決
断
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
普
及
を
は

か
り
、
地
元
の
中
小
企
業
の
仕
事
や
雇
用

に
結
び
つ
く
よ
う
に
追
及
す
べ
き
と
主

張
。
な
お
、
パ
ー
ム
油
を
原
料
と
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
計
画
に
つ
い
て
、
推
進

す
べ
き
で
な
い
と
の
べ
ま
し
た
。

かみね史朗議員
（京都市右京区）

一般質問
2月18日

防
衛
省
と
在
日
米
軍
の

「
事
故
情
報
は
速
や
か
に

公
表
す
る
」

と
の
約
束
違
反
に
抗
議

　
２
月
の
議
会
論
戦
を
通
じ
て
、
昨

年
２
月
５
日
以
降
に
起
こ
し
た
米
軍

経
ヶ
岬
通
信
所
の
軍
人
・
軍
属
の
交

通
事
故
が
14
件
に
も
の
ぼ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

京
都
府
は
「
防
衛
省
か
ら
の
情
報
提

供
が
な
い
た
め
２
月
５
日
以
降
の
事

故
の
発
生
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
も

の
は
な
い
」
と
し
て
き
た
説
明
を
く

つ
返
す
も
の
で
極
め
て
重
大
で
す
。

　
党
府
会
議
員
団
と
党
京
丹
後
市
議

団
は
、「
防
衛
省
と
在
日
米
軍
は
軽

微
な
事
故
で
あ
っ
て
も
速
や
か
に
公

表
す
る
」
と
の
当
初
の
約
束
を
反
故

に
し
て
い
る
こ
と
は
、
府
民
の
安
心

安
全
を
守
る
う
え
で
も
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
と
抗
議
し
ま
し
た
。

3月12日　米軍交通事故未報告に
対する抗議の申し入れ
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公
費
投
入
で
国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

保
険
証
の
取
り
あ
げ
を
止
め
よ

　
山
内
よ
し
子
議
員
は
、
２
０
１
９
年
度

の
国
保
事
業
費
の
納
付
金
が
大
幅
に
値
上

げ
さ
れ
、
府
内
自
治
体
で
も
６
自
治
体
が

引
き
上
げ
を
予
定
し
、
社
会
保
障
制
度
と

し
て
の
国
保
制
度
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
状

況
に
あ
る
と
指
摘
、
全
国
知
事
会
が
国
に

対
し
て
１
兆
円
の
公
費
投
入
を
求
め
て
お

り
、
日
本
共
産
党
も
公
費
１
兆
円
の
投
入

で
平
等
割
、
均
等
割
を
な
く
し
て
、
協
会

け
ん
ぽ
並
み
の
保
険
料
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
提
言
を
発
表
し
た
こ
と
を
紹
介
、
国

に
対
し
て
公
費
投
入
を
求
め
る
と
同
時

に
、
府
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

を
お
こ
な
っ
て
で
も
、
国
保
料
の
上
昇
を

抑
え
る
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
の
も
と
で
支

払
い
が
困
難
に
な
っ
た
滞
納
者
に
対
す
る

非
人
間
的
な
取
り
立
て
や
、
保
険
証
の
取

り
上
げ
を
や
め
る
べ
き
と
追
及
し
ま
し

た
。

　
知
事
は
、
国
保
料
に
お
け
る
均
等
割
に

対
し
て
は
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
子

ど
も
に
か
か
る
分
に
つ
い
て
の
軽
減
を

「
国
に
強
く
求
め
る
」
と
し
ま
し
た
が
、

高
齢
化
に
よ
り
医
療
費
等
が
伸
び
る
こ
と

か
ら
国
保
料
の
引
き
上
げ
は
避
け
ら
れ
な

い
と
し
、
府
と
し
て
独
自
支
援
を
お
こ
な

う
こ
と
に
つ
い
て
否
定
的
態
度
に
終
始
し

ま
し
た
。

基
地
関
係
者
の
交
通
事
故
究
明

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
ル
ー
ト
開
示
を

　
山
内
議
員
は
、
京
丹
後
米
軍
レ
ー
ダ
ー

基
地
関
係
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
報
告
が

昨
年
２
月
以
来
１
年
以
上
行
わ
れ
て
い
な

い
問
題
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
の
際
の

レ
ー
ダ
ー
は
停
波
さ
れ
な
か
っ
た
問
題
、

休
日
は
工
事
を
し
な
い
と
い
う
約
束
に
反

し
、
土
曜
日
に
も
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
る

な
ど
の
事
態
に
地
元
の
不
安
が
高
ま
っ
て

い
る
実
情
を
指
摘
、
レ
ー
ダ
ー
基
地
は
撤

去
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
に
滋
賀
県
で
日
米
共
同
訓

練
が
お
こ
な
わ
れ
た
際
に
、
福
知
山
の
自

衛
隊
員
を
オ
ス
プ
レ
イ
が
輸
送
、
京
都
府

内
で
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
事
実

を
紹
介
。
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

ル
ー
ト
は
米
軍
に
開
示
を
求
め
る
べ
き
と

追
及
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
の
問
題

に
つ
い
て「
厳
し
く
対
応
を
求
め
て
い
る
」

と
述
べ
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
「
開
示
し
な
い
と
の
説
明
を
受

け
て
い
る
」
と
の
答
弁
に
終
始
し
、
山
内

議
員
は
、
府
民
の
生
活
と
安
全
に
直
結
す

る
問
題
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
優
先
の

観
光
見
直
し
を

　
山
内
議
員
は
、
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
、

民
泊
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で

は
地
域
と
く
ら
し
に
根
ざ
し
た
京
都
の
文

化
や
歴
史
の
良
さ
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
と

し
て
、
観
光
入
込
客
そ
の
も
の
の
総
量
規

制
を
お
こ
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
さ
ら
な
る
誘
客
事
業
の
推
進

を
表
明
し
ま
し
た
。

　４月８日前半戦の選挙が終わった翌日に３人の
女性が我が家に来られました。
　高校を卒業して自衛隊に入隊した青年のお母さ
んと、おばあちゃん、そして10代の妹さんです。
　人の役に立ちたいと入隊した息子さんを、誇ら
しく思い送り出したお母さんですが、やはり戦争
には行かせたくない、と胸のうちを語ってくれま
した。
　憲法の改悪に執念を燃やす自民党と、そしてそ
うした動きに無批判に自衛隊へ京都の若者の情報
を提供する自治体。
　今必要なのは憲法を暮らしにいかすこと、憲法
９条を生かした平和外交に転換すること。そして
国の方針をそのまま京都に持ち込む自治体ではな
く、府民の安全を守り命と健康を守る自治体本来
の役割を果たすことが求められていると実感して
います。 ［山内よし子］

山内よし子委員
（京都市南区）

予算特別委員会
知事総括質疑

3月6日

2月11日　文化施設緊急シンポジウム
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防
災
対
策
の
前
倒
し
実
施
を

　
昨
年
の
台
風
被
害
に
よ
る
倒
木
を
除
去

し
て
山
を
再
生
す
る
た
め
、
来
年
度
の
府

の
森
林
災
害
防
止
予
算
の
う
ち
、
個
人
所

有
の
山
林
で
も
倒
木
処
理
が
で
き
る
施
策

が
初
め
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
み
つ
な
が
敦
彦
議
員
は
、
予
算
の
拡
充

や
制
度
の
弾
力
的
運
用
を
行
う
な
ど
の
整

備
事
業
の
前
倒
し
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
公
共
治
山
事
業
予
算
を
前

年
度
比
１
・
４
倍
に
増
額
し
、
保
安
林
で

な
く
て
も
将
来
の
指
定
を
条
件
に
、
危
険

木
除
去
に
加
え
災
害
防
止
森
林
整
備
事
業

の
創
設
、
危
険
地
区
対
策
を
年
間
50
カ
所

か
ら
85
カ
所
に
拡
大
し
て
い
く
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
み
つ
な
が
議
員
は
、
災
害
対
策
事
業
を

地
元
業
者
の
仕
事
お
こ
し
や
後
継
者
育
成

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
、
土
木
事
務
所
の
体

制
強
化
と
と
も
に
駐
在
を
出
張
所
に
格
上

げ
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

無
料
低
額
診
療
事
業
制
度
を
周
知
し

医
療
を
受
け
る
権
利
の
保
障
を

　
無
料
低
額
診
療
事
業
は
、
社
会
福
祉
法

で
、
必
要
な
医
療
を
受
け
る
権
利
や
機
会

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　
み
つ
な
が
議
員
は
、
京
都
府
内
の
医
療

機
関
で
は
１
％
し
か
実
施
し
て
お
ら
ず
周

知
も
さ
れ
て
い
な
い
と
厳
し
く
批
判
し
、

市
町
村
と
も
連
携
し
て
小
中
学
校
や
保
育

園
な
ど
で
制
度
を
周
知
す
る
よ
う
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
知
県
、
青
森
県
、
北
海
道
、

沖
縄
県
那
覇
市
な
ど
の
よ
う
に
、
医
療
機

関
が
実
施
す
る
無
料
低
額
診
療
事
業
の
適

用
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
、
薬
代
の

自
己
負
担
の
費
用
も
全
額
も
し
く
は
一
部

を
支
援
す
る
制
度
を
開
始
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
京
都
府
も
実
施
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
知
事
は
、
国
に
要
望
し
て
い

る
と
の
答
弁
に
止
ま
り
ま
し
た
。

開
発
優
先
よ
り
府
民
の
暮
ら
し

底
上
げ
予
算
の
拡
充
を

　
亀
岡
市
に
建
設
予
定
の
京
都
ス
タ
ジ
ア

ム
は
総
額
１
７
０
億
円
が
見
込
ま
れ
、
当

初
予
算
案
に
81
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
み
つ
な
が
議
員
は
、「
足
湯
の
整

備
」
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
取
り

入
れ
な
い
と
発
表
し
た
対
戦
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
競
技
・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
「
賑
わ
い
づ
く
り
」
な
ど
の
予
算
に

４
億
８
０
０
０
万
円
も
計
上
さ
れ
て
い
る

が
「
思
い
つ
き
で
国
の
予
算
を
取
っ
て
き

た
」
と
の
そ
し
り
が
避
け
ら
れ
な
い
と
指

摘
。
自
治
体
の
役
割
は
「
住
民
の
福
祉
の

増
進
」
で
あ
り
、
事
業
の
継
続
性
が
な
く

税
金
投
入
が
膨
れ
上
が
る
よ
う
な
や
り
か

た
を
改
め
、
暮
ら
し
の
底
上
げ
こ
そ
最
優

先
の
府
政
運
営
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　
知
事
は
、「
実
現
に
課
題
が
あ
る
こ
と

は
承
知
を
し
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し

ま
し
た
。

　地方選挙が終わり、引き続き府議会第二党の位置を
十分に生かし奮闘してまいります。
　さて、新しい京都府委員会事務所が完成し竣工式が
開かれ、京都府議会から議長のメッセージに加え、自
民（代表幹事）・公明（団長）・府民（団長）の各会派
から出席いただきました。自民党秋田代表幹事にはス
ピーチをお願いしましたが、その中で「ここを通るた
び、共産党には負けてなるまい、と決意を固めていた
が、そのレンガの建物がなくなるのは少し寂しい」「五
階ホールからは大文字が見える。ここに入るにはもう
二度とないだろう、と他会派と話していたら、光永議
員から『夏にはここから送り火を見てビアパーティし
ましょう』と誘ってくださった」「政策は違えども、
府民の福祉の増進を願う気持ちは根っこでは同じ。切
磋琢磨していきたい」など心こもったご挨拶を頂戴し
ました。懐深く関係を作り民主的な議会運営の水準を
高めていきたいと思います。 ［みつなが敦彦］

みつなが敦彦委員
（京都市左京区）

予算特別委員会
知事総括質疑

3月6日

1月18日　くらしを守る学習交流会
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地域医療の充実へ 
全力をあげます
島田けい子（京都市右京区）

　周産期医療体制整備と医師確保について、４月
から府立医科大学と京大病院から舞鶴医療セン
ター及び京丹後市立弥栄市民病院へ小児科、産婦
人科の常勤医師が４名派遣されることとなり、喜
んでいました。周産期医療体制が崩壊しかねない
との現場の声を伝え、本会議や常任委員会で取り
上げてきたものです。
　ところが弥栄市民病院で３月末、産婦人科のお
医者さんが急死され、分娩制限が行われる緊急事
態になりました。派遣予定の医師の配置も再検討
に。美山診療所の医師確保問題等も含めて、地域
医療の確保の課題は引き続きの最重要課題となっ
ています。医療の現場から府議会へ６期目のス
タートです。がんばります。

府民要求実現へ 
みなさんと共に頑張ります
さこ祐仁（京都市上京区）

　４期目の新たなスタートを切ることができました。
　多くのみなさんが「年金は減っているのに、医療費
や介護保険料は増えている。食費を削って生活してい
る。こんな時に消費税10％増税はやめてほしい」と
か「高すぎる国保料の引き下げを」と話されました。
こういう声にしっかりと応えていきたいと思います。
　さらに、府民のみなさんが暮らしやすい府政にする
ために、子どもの医療費は中学卒業まで無料に、全員
制の温かい中学校給食の実現、府老人医療助成制度を
窓口１割負担に、府独自の給付制奨学金制度の創設、
中小企業支援と一体に労働者の時給1500円以上にな
ど、みなさんとともに頑張っていきます。
　その土台は、憲法をくらしの中に生かすことです。
そういう府政をめざします。

平和が原点 
府民要求実現へ東奔西走！

浜田よしゆき（京都市北区）

　４月の統一地方選挙で私は、「平和が原点　府民
要求実現へ東奔西走！」というキャッチフレーズを
掲げ、「戦争する国づくりに突き進む安倍政権から、
府民の命と暮らしを守ろう！」と訴えました。
　滋賀県の饗庭野演習場で２月４日～15日に日米
共同実働訓練を実施し、また４日と５日には米軍普
天間飛行場所属の輸送機オスプレイが最大で４機程
度参加する予定であることが示されました。今回、
訓練の一環でオスプレイが三重県の陸上自衛隊明野
駐屯地に飛来し、饗庭野演習場まで福知山市駐屯地
の隊員らを輸送するとしています。党議員団は、府
として饗庭野演習場での日米共同訓練の実施の中
止、府域でのオスプレイの飛行をしないよう日米両
政府に申し入れるよう求めました。
　京都府は、戦争する国づくりに協力しようとして

います。その最たる例が、自衛官募集業務への協力
です。府内の８つの市町村がすでに若者の個人情報
を紙媒体で自衛隊に提出していましたが、防衛省の
要請を受けた京都府が市町村に要請をしたものであ
り、京都府の責任は重大です。安倍政権のもとでの
憲法９条改悪を許さないために、全力を尽くします。

1月30日　饗庭野演習場日米合同訓練中止の申し入れ
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り
実
態
に
合
わ
な
い
と
し
て
反
対
し
ま
し

た
。

　
第
2₃
号
議
案
「
京
都
府
手
数
料
徴
収
条

例
一
部
改
正
の
件
」
は
、
国
の
所
有
者
不

明
土
地
の
利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

施
行
に
伴
う
も
の
で
、
知
事
の
裁
定
に
よ

り
所
有
者
不
明
土
地
を
取
得
可
能
に
す
る

な
ど
、
財
産
権
の
観
点
で
問
題
が
あ
り
反

対
し
ま
し
た
。

　
第
₃0
号
議
案
「
建
築
基
準
法
施
行
条
例

一
部
改
正
の
件
」
は
、
木
造
建
築
物
の
推

進
の
た
め
と
し
て
、
防
火
・
耐
火
規
制
の

基
準
緩
和
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
生
命
・

　
成
宮
ま
り
子
議
員
は
、
10
議
案
に
反
対

し
、
そ
の
他
の
議
案
に
賛
成
す
る
立
場
か

ら
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

大
型
開
発
よ
り

く
ら
し
支
え
る
予
算
を

　
第
１
号
議
案
「
平
成
₃1
年
度
京
都
府
一

般
会
計
予
算
」
と
第
4₃
号
議
案
「
平
成
₃0

年
度
京
都
府
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）」
に
つ
い
て
は
、
①
国
内
の
格
差
・

貧
困
が
広
が
る
中
で
京
都
府
が
府
民
の
く

ら
し
と
命
を
支
え
、
地
域
経
済
の
底
上
げ

に
役
割
を
発
揮
す
べ
き
に
も
関
わ
ら
ず
、

中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や
全
員

制
の
中
学
校
給
食
な
ど
、
緊
急
に
取
り
組

む
べ
き
要
求
に
答
え
て
い
な
い
②
雇
用
・

賃
上
を
支
え
地
域
経
済
の
底
上
げ
よ
り
、

外
資
系
ホ
テ
ル
誘
致
な
ど
観
光
誘
客
に
偏

重
し
た
施
策
を
推
進
し
て
い
る
③
河
川
整

備
の
前
倒
し
や
土
木
事
務
所
職
員
の
増
員

な
ど
よ
り
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
な
ど
大

型
開
発
を
優
先
し
て
い
る
④
府
営
住
宅
の

管
理
業
務
に
民
間
を
指
定
管
理
者
に
す
る

な
ど
、
地
方
自
治
体
の
あ
り
方
を
歪
め
て

い
る
⑤
米
軍
基
地
や
原
発
で
は
、
府
民
の

安
全
・
安
心
よ
り
も
国
に
追
随
し
て
い
る

等
、
の
理
由
で
反
対
し
ま
し
た
。

国
保
料
値
上
げ
予
算
に
反
対

　
第
11
号
議
案
「
平
成
₃1
年
度
京
都
府
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
」
は
、

国
保
の
都
道
府
県
化
の
予
算
で
あ
り
、
府

は
あ
た
か
も
保
険
料
が
下
が
る
か
の
よ
う

に
説
明
し
て
き
た
が
、
既
に
値
上
げ
が
検

討
さ
れ
て
い
る
自
治
体
が
６
つ
あ
り
、
府

民
負
担
を
ま
ね
く
も
の
と
批
判
し
ま
し

た
。

　
第
1₃
号
議
案
「
平
成
₃1
年
度
京
都
府
水

道
事
業
特
別
予
算
」
は
、
市
町
か
ら
水
道

料
金
の
負
担
軽
減
が
要
請
さ
れ
て
い
る
中

で
、
抜
本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ず
、
住

民
の
水
道
料
負
担
増
と
な
っ
て
お
り
反
対

し
ま
し
た
。

　
第
1₇
号
議
案
「
京
都
府
立
京
都
ス
タ
ジ

ア
ム
条
例
制
定
の
件
」
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム

の
管
理
運
営
権
を
民
間
に
売
却
す
る
構
想

が
行
き
詰
ま
り
、
指
定
管
理
者
導
入
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
住
民
不
在
の
や

り
方
や
内
容
は
問
題
で
あ
り
反
対
し
ま
し

た
。

　
第
20
号
議
案
「
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
件
」
は
、

教
職
員
の
部
活
動
手
当
を
見
直
し
従
事
時

間
の
適
正
化
を
図
る
と
さ
れ
た
も
の
の
、

部
活
動
手
当
の
引
下
げ
を
含
む
も
の
で
あ

　“予算は政治の顔”と言われます。安倍政権の下、くらしは
ますます苦しくなるばかり。
　西脇知事は、府民の声にこたえ、まずくらし優先で、国保料
引き下げや子育て支援などにとりくむべきです。
　２月議会では、児童虐待対策の強化をくりかえし求めました。

「子どものいのちと安全を守るため、児童相談所の職員体制拡
充を。福知山児童相談所の一時保護所が１年余も閉鎖されるが
近隣に代替施設を確保すべき」と現場からの声を届けて追及し
てきました。
　そして新年度、府内の中央・宇治・福知山児童相談所と京田辺
支所に合計10人の職員が増えることになりました。…子どもを守
る重要な一歩です。
　同時に、福知山の一時保護所問題や老朽化した施設の改善、
若い職員さんを育てていく支援などは、ひきつづき大きな課題
です。
　子どもの最善の利益を保障すべき！と現場やママ・パパたち
の声を届けて引き続きがんばる決意です。 ［成宮まり子］

安
全
を
守
る
基
準
の
規
制
緩
和
だ
と
し
て

反
対
し
ま
し
た
。

　
第
₃9
号
議
案
「
指
定
管
理
者
指
定
の
件

（
公
営
住
宅
洛
西
西
境
谷
団
地
等
）」
は
府

営
住
宅
の
管
理
業
務
に
民
間
業
者
に
移
行

す
る
も
の
で
あ
り
、
府
の
責
任
を
放
棄
す

る
も
の
で
あ
る
と
し
反
対
し
ま
し
た
。

　
第
41
号
議
案
「
京
都
府
文
化
力
に
よ
る

未
来
づ
く
り
基
本
計
画
を
定
め
る
件
」は
、

府
民
の
文
化
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
よ

り
も
、「
文
化
で
稼
ぐ
」
方
向
が
強
く
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
反

対
し
ま
し
た
。

成宮まり子議員
（京都市西京区）

議案討論
3月11日
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議案
番号 件名 議決月日 議決結果

賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新 無

第１号 平成31年度京都府一般会計予算 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第11号 平成31年度京都府国民健康保険事業特別会計予算 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第1₃号 平成31年度京都府水道事業会計予算 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第1₇号 京都府立京都スタジアム条例制定の件 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第2₀号 職員の特殊勤務手当に関する条例一部改正の件 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第2₃号 京都府手数料徴収条例一部改正の件 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第₃₀号 建築基準法施行条例一部改正の件 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第₃₉号 指定管理者指定の件（公営住宅洛西西境谷団地等） 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第₄1号 京都府文化力による未来づくり基本計画を定める件 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第₄₃号 平成30年度京都府一般会計補正予算（第8号） 3月13日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

2019年2月議会　議案議決結果

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。

　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
で
、「
２
０
１
９
年
奈

良
基
地
祭
」
を
６
月
１
日
（
土
）
に
開
催
し
、
自

衛
隊
所
属
の
Ｃ
１
３
０
輸
送
機
が
基
地
周
辺
で

「
展
示
飛
行
」
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
京
都
市
伏
見
区
や
府
南
部
地
域

を
低
空
飛
行
し
、
突
然
の
爆
音
に
保
育
園
で
睡
眠

中
の
園
児
が
目
を
覚
ま
す
な
ど
の
被
害
や
学
校
の

授
業
が
中
断
す
る
な
ど
府
民
生
活
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
飛
行
予
定
で
も
宇
治
市
や
木
津
川
市
、

精
華
町
な
ど
府
南
部
上
空
を
通
過
し
、
奈
良
基
地

上
空
を
中
心
に
飛
行
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
の
強
行
に
続
き
、
安
倍

首
相
は
２
０
２
０
年
ま
で
の
憲
法
９
条
改
憲
を
明

言
し
て
い
ま
す
が
、
京
都
府
内
で
も
オ
ス
プ
レ
イ

の
飛
行
が
目
撃
さ
れ
る
な
ど
、
府
民
の
中
に
「
戦

争
す
る
国
」
へ
の
不
安
と
怒
り
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
党
府
会
議
員
団
は
、
５
月
20
日
に
知
事
に
対
し

て
、
自
衛
隊
の
曲
技
飛
行
部
隊
の
「
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
」
使
用
機
Ｔ

－

４
が
エ
ン
ジ
ン
の
不
具
合

な
ど
で
飛
行
中
止
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
最
新
型

の
自
衛
隊
戦
闘
機
Ｆ
₃5
の
原
因
不
明
の
墜
落
な
ど
、

特
別
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

防
衛
省
と
航
空
自
衛
隊
及
び
航
空
行
政
を
所
管
す

る
国
土
交
通
省

に
対
し
、「
展

示
飛
行
」
と
事

前
飛
行
の
中
止

を
申
し
入
れ
る

よ
う
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月

2₇
日
に
は
、
自

衛
隊
奈
良
基
地

に
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊「
奈
良
基
地
祭
」に
お
け
る

「
展
示
飛
行
」中
止
を
求
め
る
申
し
入
れ

5月20日　「展示飛行」の中止を京都府に申し入れ

5月27日　「展示飛行」中止を奈良自衛隊に申し入れ
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案
」「
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
の
拡
充
を

求
め
る
決
議
案
」
に
つ
い
て
、
西
脇
議
員

は
、
高
す
ぎ
る
学
費
や
奨
学
金
が
進
学
や

進
路
を
選
ぶ
壁
に
な
り
、多
く
の
学
生
が
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
教
育
の
機
会
が

阻
ま
れ
て
い
る
と
の
べ
、、府
独
自
の
「
就

労
・
奨
学
金
返
済
一
体
型
支
援
制
度
」
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　「
福
祉
職
員
の
大
幅
な
増
員
と
賃
金
の

引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い

て
、福
祉
職
場
の
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
、

全
産
業
平
均
に
比
べ
て
約
10
万
円
も
低
く

希
望
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
条
件
整

備
が
必
要
だ
と
の
べ
ま
し
た
。

　
西
脇
い
く
子
議
員
は
、
党
議
員
団
提
案

５
件
の
意
見
書
案
と
２
件
の
決
議
案
、
自

民
・
公
明
・
府
民
ク
ラ
ブ
の
三
会
派
共
同

で
提
案
し
た
１
件
の
意
見
書
案
に
賛
成
の

立
場
で
討
論
し
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
景
気
悪
化
に

拍
車
か
け
る

消
費
税
1₀
％
増
税
の
中
止
を

　
最
初
に
、「
消
費
税
10
％
増
税
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
、
消
費

が
冷
え
込
み
、
賃
金
が
落
ち
込
む
中
で
、

消
費
税
増
税
を
強
行
す
べ
き
で
な
い
と
い

う
声
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。

　
西
脇
議
員
は
、
庶
民
に
は
大
増
税
を
か

ぶ
せ
な
が
ら
、
空
前
の
儲
け
を
手
に
し
て

い
る
富
裕
層
へ
の
課
税
を
行
わ
な
い
の
は

国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
批
判
し
ま

し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
し

署
名
を

　
次
に
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政

府
が
署
名
と
批
准
を
行
う
よ
う
求
め
る
意

見
書
案
」
に
つ
い
て
、
２
０
１
７
年
７
月

に
核
兵
器
禁
止
条
約
が
「
国
連
会
議
」
で

採
択
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
政

権
は
「
署
名
も
批
准
」
も
拒
否
し
て
い
ま

す
。
西
脇
議
員
は
こ
う
し
た
姿
勢
を
批
判

し
、
被
爆
国
日
本
の
政
府
と
し
て
核
兵
器

禁
止
し
廃
絶
す
る
世
界
の
流
れ
の
先
頭
に

立
つ
よ
う
主
張
ま
し
た
。

日
米
地
域
協
定
の

抜
本
的
改
定
を

　
次
に
、「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改

定
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
、
京

丹
後
市
の
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
で
の
交
通

事
故
が
、
今
年
２
月
５
日
以
降
14
件
も
起

こ
っ
て
い
る
の
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
２
月
に
滋
賀
県
饗
庭
野
演
習
場
で
行

わ
れ
た
日
米
共
同
訓
練
で
、
オ
ス
プ
レ
イ

に
よ
る
福
知
山
駐
屯
地
か
ら
の
自
衛
隊
員

輸
送
の
飛
行
ル
ー
ト
が
開
示
さ
れ
て
い
な

い
問
題
を
指
摘
。

　
西
脇
議
員
は
、
府
と
防
衛
省
の
お
よ
び

ご
し
の
姿
勢
を
批
判
し
、
情
報
提
供
と
自

治
体
職
員
の
立
ち
入
り
保
障
な
ど
、
日
米

地
域
協
定
の
抜
本
改
定
を
求
め
ま
し
た
。

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
の

抜
本
的
な
拡
充
を

福
祉
職
場
の
賃
金
水
準
の

向
上
を

　
次
に
、「
学
費
・
奨
学
金
の
負
担
軽
減

と
若
者
の
雇
用
改
善
を
求
め
る
意
見
書

児
童
相
談
所
の
整
備
・
拡
充
を

　
最
後
に
、「
児
童
相
談
所
職
員
の
大
幅

増
員
等
を
求
め
る
決
議
案
」
に
つ
い
て
、

府
の
虐
待
受
理
件
数
も
年
間
２
０
０
０
件

も
増
え
続
け
て
い
る
が
、
府
の
児
童
相
談

所
は
₃0
年
度
は
２
名
の
増
員
は
あ
っ
た
も

の
の
虐
待
事
案
に
十
分
に
対
応
で
き
る
状

況
に
は
な
い
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
知
山
児
童
相
談
所
の
新
設
に

あ
た
っ
て
は
、
移
転
期
間
中
の
一
時
保
護

所
を
地
元
で
確
保
す
る
な
ど
、
早
急
に
整

備
・
拡
充
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

西脇いく子議員
（京都市下京区）

意見書・決議案討論
3月11日

　府会議員選挙が終わりました。みなさんの御
支援でひき続き府議会で頑張らせて頂きます。
　京都の街こわしに歯止めをかけること、消費
税増税中止、国保料の引き下げ、子どもの医療
費無料化への拡充などどれも待ったなしです。
国に対して府民の皆さんの目線でしっかりもの
を言うこと、府議会でも運動を広げながら粘り
強く訴え続けることがとても大事だと改めて痛
感しています。
　京都府の提案に対してしっかり現地調査を行
い、皆さんの声を議会に反映できるようにと決
意しています。
　また、大問題になっている元植柳小学校跡地
にホテルが進出する問題、災害時の避難所にし
ている体育館を児童公園の地下に移設する計画
がありますが、必ず中止に追い込みます。
 ［西脇いく子］
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2019年2月議会　議員提出議案

2019年2月議会　意見書・決議案

2019年2月　請願審査結果

意見書
案番号 件名 議決月日 提案会派 議決

結果
賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新 無

第1号 下水道施設の改築に係る国庫補助の継続と予算の確保を求
める意見書 3月13日 自民・公明・

府民 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第2号 核兵器禁止条約に日本政府が署名と批准を行うよう求める
意見書 3月13日 共産党 否決 ○ × × × × ×

第3号 消費税10％増税の中止を求める意見書 3月13日 共産党 否決 ○ × × × × ×

第4号 日米地位協定の抜本的改定を求める意見書 3月13日 共産党 否決 ○ × × × × ×

第5号 福祉職員の大幅な増員と賃金の引き上げを求める意見書 3月13日 共産党 否決 ○ × × × × ×

第6号 学費・奨学金の負担軽減と若者の雇用改善を求める意見書 3月13日 共産党 否決 ○ × × × × ×

決議案
番号 件名 議決月日 提案会派 議決

結果
賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新 無

第1号 児童相談所職員の大幅増員等を求める決議 3月13日 共産党 否決 ○ × × × × ×

第2号 奨学金返済支援制度の抜本的拡充を求める決議 3月13日 共産党 否決 ○ × × × × ×

受付
番号 件名 受付月日 提案会派 議決

結果
賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新 無

第898の
1号

学費・奨学金の負担軽減と若者の雇用改善を求めることに関
する請願 3月1日 共産党 不採択 ○ × × × × ×

第899号 核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書の
採択に関する請願 3月1日 共産党 不採択 ○ × × × × ×

第900号 日米地位協定の抜本的改定を求める意見書提出を求めるこ
とに関する請願 3月1日 共産党 不採択 ○ × × × × ×

議案
番号 件名 議決月日 議決結果

賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新 無

議第
1号 京都府宇治茶普及促進条例制定の件 3月13日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
2号 京都府議会委員会条例一部改正の件 3月13日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

府議会議員２期目に向けて
がんばります

森下よしみ（八幡市）

　府議会議員として二期目を出発することになりま
した。「高すぎる国民健康保険料（税）の引き下げ」「安
心できる医療・介護の保障」「災害に強いまちづくり、
被災者に寄り添った支援の実現」「安心して住み続け
ることが出来るまちづくり」「妊娠から出産、育児ま
で行政がサポートする子育て支援策」「教育費の保護
者負担軽減」など、市町村議員団とも力を合わせて
住民のねがい実現にむけて頑張ります。

　今日まで、大事にしてきたことは、「ひとり一人の
力は小さいけれど、みんなで寄せ合えば大きな力に
なる」。そして、「ひとり一人の『いのち』が大事に
される政治」。これからも変わりなく奮闘します。

八幡市議団とともに山城振興局交渉
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日
本
共
産
党

京
都
府
会
議
員
団

みつなが 敦彦
（左京区）

島田 けい子
（右京区）

原田　完
（中京区）

山内 よし子
（南区）

西脇 いく子
（下京区）

さこ 祐仁
（上京区）

浜田 よしゆき
（北区）

ばば こうへい
（伏見区）

西山 のぶひで
（伏見区）

森下 よしみ
（八幡市）

成宮 まり子
（西京区）

水谷 修
（宇治市・久御山町）

  

京
丹
後
市
・
米
軍
発
電
機
騒
音
問
題

　
党
府
会
議
員
団
が
現
地
視
察

　
宇
治
茶
の
生
育
状
況
を
調
査

　
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
の
騒
音
問
題
で
は
、
２
０
１
８
年
９
月

に
防
衛
省
が
商
用
電
力
導
入
を
完
了
し
て
い
ま
す
が
、「
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
限
っ
て
平
日
の
日
中
に
発
電
機
を
稼
働
す
る
」
と

住
民
に
約
束
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
の
約
束
を
反
故
に
し
、５
月
12
日
か
ら
連
日
、朝
、

夜
間
、
土
日
と
24
時
間
も
大
き
な
騒
音
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
５
月
20
日
、
京
丹
後
市
議
会
が
現
地
調
査
を
実
施
し
た
際
に

も
発
電
機
の
稼
働
に
よ
る
騒
音
が
続
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
京

丹
後
市
は
米
軍
に
対
し
、
夜
間
の
運
転
中
止
の
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
が
「
運
用
に
か
か
わ
る
回
答
は
差
し
控
え
た
い
」
と
、

口
頭
で
応
え
た
と
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
党
府
議
員
団
は
、
５
月
2₇
日
に
、
基
地
周
辺
の
住
民
の
方
か

ら
状
況
を
お
聞
き
す

る
な
ど
、
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基

地
は
す
み
や
か
に
撤

去
を
行
う
べ
き
で
あ

り
、
京
都
府
は
米
軍

や
防
衛
省
の
い
い
な

り
に
な
ら
ず
毅
然
と

し
た
態
度
を
と
る
べ

き
で
す
。

　
今
年
は
、
茶
の
成
長
の
遅
れ
や
低
温
が
続
い
た
こ
と
な
ど
か

ら
収
量
が
落
ち
込
ん
で
い
る
な
ど
の
声
が
一
部
で
出
さ
れ
て
お

り
、
５
月
12
日
、
地
元
市
町
村
議
と
と
も
に
、
宇
治
茶
の
生
育

状
況
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
党
府
議
団
か
ら
水
谷
議
員
・
森

下
議
員
・
光
永
議
員
が
参
加
し
、
茶
園
農
家
や
加
工
業
者
な
ど

の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

宇治茶の生育状況の調査

レーダー基地調査


